
可変QRコードによる緊急時情報管理プラットフォーム

街中のQRが、一瞬で避難情報QRに変わる

®

特許出願中



通常は情報QR



非常時には
街中のQRが
避難情報QRに変わる

瞬時に



身近なQRコードを読むだけで 
一番近い避難所までの道案内が始まる
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地震警報が発令されると 
自動的に切り替わる
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地震警報を自動的にキャッチすると、通常時と緊急時のプリセットが自動的に切り替わり、 
混乱の際に速やかな誘導を可能にします。

※緊急モードと通常モードは、手動でもワンクリックで切り替えられます。 
※自動切替は、案件の規模・条件に応じて配置します。



設置したQRコードはそのまま。 同じQRコードが、日常・非日常・緊急時をすべてカバー。  
管理画面の操作だけで、「目的」や「働き」を自由に切り替えられます。 
※オプションでイベントQRとしても活用できます。（詳しくは別資料「DynQ」をご覧ください）

緊急時は  
緊QRとして

災害・避難情報・緊急情報など、 
いざという時にも 

最新情報を即時発信できます。

通常時は  
情報QRとして

施設案内・アクセス・多言語対応など、 
ユーザーが必要とする情報を 
いつでも最新の状態で届けます。

状況に合わせて用途が変わる
特長 
03



DynQのQRコード一般的な可変QRコード

URLの長さで密度が変化 URLの長さが変わっても同じ
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04 読み取りミスの少ない、省ドットQRコード

複雑になりやすいQRコード画像を、より少ないドット数で生成。 
読み取り時のミスを軽減できる省ドットQRです。



※設置オプション例

サイドサインを採用すれば、 
見やすさと緊急時の変化を両方カバーできます
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どこからでもアクセスしていただけるウェブベースの管理画面を用意しました。

シンプルで使いやすいプラットフォーム



QR固定化

DualQR機能

万が一解約しても、 
固定QRとして機能します。

ユーザーがスキャンすると→ 一般情報 
スタッフがスキャンすると→ 管理履歴 
アクセスが変わる二層QR機能です。

通常、可変QRコードはサービス終了で、アクセス先が消えて機能しなくなりますが、
DynQは独自の設計で、簡単な設定で固定QRとして機能し続けることが可能です。

オプショナル機能
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三層以上のマルチレイヤーにも対応しています


